







Ethnic Coexistence in Post–Conflict Bosnia and Herzegovina: 
A Case of Mali Most Sports Academy Composed of Multi–ethnic Children 
































































































今回の調査対象者は、マリモストのマネージャー 1名とコーチ 2名、保護者 5名（父




























対象者 性　別 民　族 役　割
プロジェクトマネージャー 男　性 ボシュニャク 現地責任者
コーチ A 男　性 ボシュニャク 高学年（10歳～14歳）
コーチ B 男　性 クロアチア 低学年（ 5歳～ 9歳）
筆者作成
表 2
対象者 性　別 民　族 子供の性別（年齢） 参加した時期
A 女　性 ボシュニャク 男子（12） 2016年
B 女　性 クロアチア 男子（13）・男子（9） 2016年
C 男　性 セルビア 男子（9）・男子（5） 2016年
D 男　性 クロアチア 女子（13） 2016年
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